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方などが主なものでした。最近 は、実行中のエラーに集中 してきたようです。

指導貝を していて感 じる小さい喜びの一つは、長い間相談 に応 じていた人から 「この間からのプ鷲

グラムはうまく実行できるようになりました。」 と声 をかけられるときです。 「プログラム相談を引

きうけると自分 自身の勉強になるので、一般の利用者 も少 しプログラムが書けるようになったち、指

導員になられるの も良いのではないか。」 という声 もありました。

プログラム相談 にまだ慣れていない時期に、センター職員 の未熟さから、各連絡所の指導貝や利用

者の方々に、ちぐはぐな返答をして、大変ご迷惑 をかけたことと思います。誌上か らおわびいた しま

す。

遠 隔 地 利 用 者 の 希 望

(指導員講習会懇談会より)

懇談会の席上、特に遠距離でジョプの郵送時間がかかると思われる連絡所の指導貝の方から次のよ

うなご希望がありましたので次にあげてみます。

o連絡所か らの利用の場合、穿孔後計算 というシステムを作ってほしい。

センター としては必ず穿孔 ミスがあるから、利用者の手に1回 渡 してチェ ックしてもらうのを立

前 としていましたe計 算機にかけるということは大 きな責任問題 となるわけです。ところが、1嗣

のチェックで穿孔 ミスをすべて洗い出す ことはむずかしく、コンパイル時点でエラー となることが

多いので、郵送時間 を1回 分短縮 す るという意味でも、穿孔後計算 を作ってほしいという希望が

あります。考 えてみますと、FORTRANの 場合などは、1回 のコンパイルによってほとんどのエラ

ーを見つけることがで きます
。ご希望 の方についてはこの穿孔後計算 を行 なったらどうかと、現在

センターで検討 しています。

o計算後セ ンターで結果 をチェックしてほしい。

これも郵送時間の短縮に関する問題 ですが、計算結果 をチェックして修正で きるところは修正 し

て計算 してほ しいという意図はよくわか りますが、電話で連絡 をとるにしても東大センターにおけ

る経験からみても決 してうま く行 くとは思えません。センター職貝は上記のチェックなどの作業の

責任は持てませんのでご了解 ください。

oジョブの実行 中にジョブ 種別 を変 えたい。

これは、Aジョブ を実行 してうまく進行 した場合、Bジョブ に変えて実行 したいという意味です

が、九大センターのシステムでは行なえません。

この他に、各連絡所の現状についてのお話の中で、プログラム 指導貝が利用者の相談に応ずるのは

もちろんのこと、ジョブの受付、荷造 り、発送の仕事 までせねばならない所や、計算依頼のたびに公



文 書 を必 要 とす る所 も あ る こ と をお 聞 き し、 セ ン ター と して は少 々 び っ く り し ま し た。 指 導 員 の 方 々

の ご協 力 に感 謝 し、 ま た共 同 利 用 の セ ン タ ー が理 解 さ れ 、早 く連 絡 所 が 利 用 しや す い体 制 とな る こ と

を望 ん で い ます 。

利 用 者 と し ての 一 提 案

桜 井 晃

セ ンタ ー の 発 足 以 来 利 用 して き た者 の一 人 と して、 特 にセ ンタ ー の 運 営 につ い て感 じた こ とに つ い

て書 い て み た い 。 も ち ろ ん現 在 は仮 設 セ ンタ ー なの で様 々 な不 便 が あ るの は 当 然 で あ り、 む しろ今 の

レベ ル で 運 営 さ れ て い る こ とに 対 しセ ンタ ー の 方 々 に感 謝 しな け れ ば な らな い と思 う。 問 題 は 、本 セ

ン タ ー が で き上 っ て か らの こ と で あ り、 そ の と きに本 格 的 に考 え な けれ ば な ら な い 問題 の い くつ か が

す で に現 わ れ て い る よ うに思 わ れ る。

基 本 的 な こ と と して考 え させ ら れ る の は 、 大 学 に お け る計 算 セ ン ター は 、我 々 が単 な るユ ー ザ ー と

して ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス か ら答 を引 き出 す よ う に利 用 で き る もの で あ る と考 え て は い け な い の で あ っ て 、

我 々研 究 者 もセ ン ター を動 か して い く者 の 一 人 で あ る と い う意 識 を 、 セ ン ター 、 利 用 者 と もに は っ き

り持 た ね ば な らな いの で は な いか とい う こ とで あ る。

た と え ば、 こ こ しば ら くの 内 に も シス テ ム の改 訂 、 デ バ ッ ギ ン グ な どが常 に行 な わ れ て きた よ うで

あ るが 、 計 算 機 及 び そ の シス テ ム が速 い ペ ー ス で進 歩 して い る現 在 に お い て は 、 この よ うな流 動 的 な

状 態 は 、 計 算 機 を最 大 限 に利 用 して い か ね ば な らな い 大 学 の 研 究 者 と して は む しろ歓 迎 し、積 極 的 に

協 力 して い か ね ば な らな い もの で あ ろ う。 セ ンタ ー側 で も、 最 新 の シス テ ム の 状 態 、 障 害 の状 態 な ど

に つ い て利 用 者 とす ば や い連 絡 を取 っ て、 と もに進 歩 して行 くと い う姿 勢 が望 まれ る。

ま た利 用 技 術 の 面 で も、 セ ン タ ー と利 用 者 が よ り一 体 化 しな け れ ば有 効 に解 決 で き な い問 題 が 多 い。

た と え ば 、新 ら し くプ ロ グ ラ ム を書 きは じめ る大 部 分 は、 講 習 会 や マ ニ ュ ア ル 類 で どの よ うな書 き方

が文 法 で認 め られ て い る か と い う こ と を学 ん だ あ とで 、 実 に長 い 間 か か っ て 失 敗 を繰 り返 し先 輩 の 話

を聞 きか じっ て、 実 際 に は どの よ うな書 き方 が便 利 で 間違 い が 少 な い か 、 デ バ ッ ギ ン グ は ど うや れ ば

良 いの か とい っ た,こと を学 ん で い る 。 セ ン タ ー の 限 られ た計 算 能 力 を活 用 す る ため に 、 ま た良 い プ ロ

グ ラム を書 け る人 間 を世 に 送 り出 す とい う教 育 的 見地 か ら も、現 在 独 学 や ら耳 学 問 や らで 行 な わ れ て

い る、 上 記 の いわ ば ポ ス ト ・グ ラ ジ ュエ ッ ト的 な プ ロ グ ラ ミン グ教 育 が有 効 に行 な わ れ る こ とが今 後

ます ます 大 事 に な る よ う に思 わ れ る。 しか し この よ う な こ とは 、 人 員 的 に もセ ン タ ー だ け で行 な う こ

と は不 可 能 で あ る し、 また 長 年 利 用 者 の 間 に積 み あ げ られ て きた 経 験 を整 理 して生 か す の で な け れ ば

意 味 が な い わ け で あ る 。 まず 手 始 め に は 、 セ ンタ ー と経 験 の 長 い 利 用 者 との協 力 で 、 よ く起 き るエ ラ

ー を防 ぐに は ど う した ら良 い か
、計 算 時 間 や 記 憶 場 所 の オ プ テ ィ ミゼ イ シ ョ ンの 方 法 、FACOMの 機


